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研究テーマ（発表タイトル） 

機械学習と AR デバイスを用いた農業技術継承サービス「Smart picking-スマートピッキング-」 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

日本の農業分野は農家の高齢化を始めとして、果実の卸売数量の減少など、複数の問題を抱えている。このような農業の問

題を解決するために、私達は機械学習と AR デバイスを用いた農業技術継承サービス Smart picking を提案する。 

サービス内容としては農作業を AR デバイスと e ラーニングの 2 つを用いて、作業中と学習面のサポートを行うことが主な内容で

ある。本サービスで経験の浅い農家や農業初心者を支援することで、現在の日本の農業問題を解決することができる。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

日本の農業分野が抱える課題として、農家の高齢化や、若手農業従事者への技術継承などの課題がある。さらに、農林水

産省の調べによると新規農業従事者が約 6 万人であるが、その 3 割は収入が安定せず 5 年以内に離農している。（参考文献

①）私たちは林檎や蜜柑などの果樹農家へのヒアリングを通じ、離農率の一因である「農業技術の習熟の壁」に着目した。果実

の育成には摘果や剪定などの重要な工程があり、それらは長年の勘と経験により実施され、高い技術力が必要とされている。 

農業分野における既存サービスとして、「e ラーニングを用いた農業技術学習支援システム」（参考文献②）などがあげられる。

このサービスは熟練農家が気づきポイントをカメラで記録し、簡単な Q&A を書き留めることで一問一答型の学習コンテンツを作

成。学習者がタブレットや PC で自習を行えるサービスである。 

上記の NEC の農業技術学習支援システムを始めとし、作物の自動選別機械など、農業と IT の組み合わせは多く模索され

ている。スマート農業の実現が推進されている現状と、農業の抱える問題を加味し、参入の余地はあると考える。 

３．研究テーマの課題 

既存の e ラーニングを用いた学習支援サービスでは、実地での農業作業の事前学習が可能であるが、経験を通じた知識を得

ることができない。また学習率にも差があり、すべての農業従業者が一様のスキルを保持することは難しい。 

既存サービスで解決できないものを含め、私達が提案するサービスで解決する農業課題を以下に挙げる。  

課題 1 農業技術は暗黙知であるため継承が難しく、農業参画のハードルが高い点  

農作業の各工程での作業精度は出来栄えに大きく関わる。しかし、農業技術は経験に基づく暗黙知であることが多く、技術を

短期間で身につけるのは難しい。加えて 1 年の限られた期間にのみ行う農作業も多く、翌年までの期間が空いてしまい、技術定



着が困難な一因となっている。  

課題 2 農作物の品質が収益に直結し新規参入が難しい点 

近年は果実の品質が重視される傾向（参考文献①）があるが、新規就農者には技術知識の壁が存在し、すぐに高品質な

果実を作成するには難しい。また、農業従業者の高齢化もあり、熟練の農園も少人数で広範囲の果樹を手間暇かけて育てるこ

とは難しい。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

本サービスは技術知識に乏しい経験の浅い農家に対するサポートを目的としている。サポートする作業の一例として摘果を例

に説明を行う。 

本サービスの基本的機能は以下の 2 つであり、AR によるリアルタイムの作業面でのサポートと、アプリケーションによる e ラーニン

グを用いた学習面のサポートがある。これらを用いて新規就農者のサポートを行う。 

 

⚫ AR ゴーグルの機能として、熟練農家の摘果知識を学習した AI が枝についた果実の位置や数、形を認識し、摘果すべき

実を示す。それにより、使用者の摘果作業をリアルタイムでサポートし、技術に乏しい状態でも高度な作業精度を可能とす

る。AR デバイスによる支援の利用イメージを図 1 に示す。 

 

図 1  ARでのサポート利用イメージ 

 

 

⚫ アプリケーションの機能として、AR ゴーグルと同様の機能及び、e

ラーニングでの学習支援を行う。各農作業シーズン以外でも学習

が行えるため、1 年のうち数か月しか行わない作業でも継続的な

学習を行うことで、短期間での知識定着を狙う。 

e ラーニングの利用イメージを右図 2 に示す。 

 

 

 

 

e ラーニングでの学習と復習に加え、AR デバイスのサポートによる正しい判断の作業を行うことにより、素早い知識と技術の定

着が可能であると考える。本サービスの作成までの流れ及びビジネスモデルを以下に記す。 

図 2 アプリケーションによる eラーニング 



 

図 3 スマートピッキングのビジネスモデル 

はじめに、熟練の農家に報酬を支払い（図 3①）、「果実のデータ」「摘果を行う前後の差分データ」などのデータ及び農業に

関する知識を収集（図 3②）。そして収集したデータを元に画像処理、機械学習を行い、果実を認識する判定モデル及び、摘

果条件を学習した判定モデルを作成する。加えて収集したデータと農業知識などを活用し、e ラーニング教材を作成(図 3③)。 

作成した判定モデルを元に、デバイスにて画像を取り込むと「どこに果実があるか」を判定し、実際に作業をしつつ、「どの果実を

取り除くべきかをリアルタイムで示す」ことができるように AR デバイスやアプリケーションに組み込む（図 3④）。 

スマートピッキングを農業初心者へと提供（図 3⑤）し、使用後に利用履歴を収集（図 3⑥）する。利用履歴をもとに農業

初心者へとフィードバックを行いつつ（図 3⑦）、同時に摘果判定 AI の再構築（図 3⑧）することで、サービスの充実及び精

度向上を図る。 

判定モデルは Deep Learning を用いて作成するため、大量の教師データが必要となる。教師データは主に目線カメラを用い

て収集し、摘果判定モデルに用いる教師データは摘果前と摘果後の差分を抽出し作成する。効率的にデータを収集するために、

目線カメラとリンクした剪定バサミを用意し、ハサミが閉じられた前後数秒を記録することでスムーズな差分抽出を想定している。 

 

本サービスによって解決する課題との対応を以下に記す。 

・1 つ目の農業技術は暗黙知であるため継承が難しく、農業参画のハードルが高い点について 

本サービスは既存サービスと違い実際の作業中にリアルタイムでの支援を受けることができるため、初学者でも高度な判断を行

うことができ、農業技術による参入のハードルを下げることができる。また、e ラーニングを用いて知識の蓄積、復習を行い、AR デバ

イスでのサポートと組み合わせ技術の早期定着を目指す。 

 

・2 つ目の農作物の品質が収益に直結し新規参入が難しい点について 

品質は収入に直結するが、技術の乏しい新規農業従事者が高品質な果実を作成し、安定した収益を得ることは難しい。し

かし AR デバイスのサポートを受けることにより、新規就農者でも高精度の作業が行える。そのため高品質な作物を作ることができ、

収入の安定を図り、新規農業従業者の収益安定と離農率の低下を目指す。 

また、AR デバイスを用いて熟練農家の高度な判定を誰でも行えるようにすることで、作業の多い繁忙期でもアルバイトなどを雇

い一時的な人手の増加を行うことができる。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

1 ビジネスプランの立案  

機械学習と AR デバイスを用いた農業技術継承サービス「Smart picking-スマートピッキング-」のビジネスモデルを考案し、

マーケティング方策、他の類似ビジネスとの差別化ポイントの整理、および５年の収支計画を立案した。 

本サービスの有用性を評価するため、6 つのビジネスプランコンテストに本案を提出した。そのうち「ビジコン奈良 2019」につい

ては、一次審査を通過している状況であり、今後 3 件のコンテストに応募する予定である。 



2 摘果時の判断ポイントを 3 件の農家へ訪れヒアリング  

農作業は、熟練農家の知識と経験である暗黙知に依拠して行われる。その詳細を把握するため、3 件の農家へのヒアリング

と、実際の摘果現場の視察を行った。ヒアリング調査により農業の抱える問題の再認識と、現場の意見等を知ることができた。 

3 AI を用いた動画における林檎の自動認識技術の試作  

Smart picking-スマートピッキング-のコア技術の試作可能性を明らかにするため、AI を用いて動画からの果実の自動認

識を行うシステムを試作した。そのシステムでは、Deep Learning の一手法である、物体のリアルタイム認識を高精度で行え

る YOLO というモデルを用いて実装した。  

4 摘果においての判断アルゴリズム作成案の検討 

YOLO を用いて対象果実の認識は可能である為、その先である判定モデルの作成方法の検討を行った。現在、熟練農家が

どの幼果を間引いたかのデータを学習させることで、熟練農家の技術を再現した摘果判定モデルを作成できると考えている。 

６．結果や今後の取り組み 

1 AI で認識した果実の位置関係から摘果対象を自動判定する技術の開発 

 動画での実験にてリアルタイムでの認識技術が完成したため、今後は画像内の位置関係、果実奥行き判定のための深度マッ

プを解決することで、摘果対象を自動判別する AI の試作に取り組む予定である。 

2  ビジネスプランコンテストへの申請 

 引き続き、本提案ビジネスモデルのプラッシュアップと、活動資金獲得のため、ビジネスプランコンテストへ申請予定である。 

 申請対象には「freebit biz challenge COMPETE 2018」「東三河ビジネスプランコンテスト」等がある。 
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